
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点 要求どおり

H27

 概算事業費（B（A）+C） 0 826 3,480 269,730

概　算
人件費

0.10 0.10 0.60

0 826 826 4,955

0 0 0 58,725

2,654

Aの
財源 2,654 206,050

0 0 2,654 264,775

畜産振興施
設の整備

1ヶ所 7ヶ所

目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 20,062 168,504

H26末
（実績）

H27

合計 421,887 -157,112 264,775

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度 27補正後

成果目標・
事業内容

○畜産振興施設の整備　2ヶ所
○畜産振興施設の整備　5ヶ所(6月補正)

（単位：千円）　

H28
目標

補正予算 -20,062 2,654 96,271

合計（A)

畜産共同利用施設整備 補助金
肥育牛飼育管理施設等整備　2棟
(東日本大震災復興交付金基金）
交付先（栄村）

76,002 -18,492 57,510

（補正後）

畜産共同利用施設整備 補助金 子牛哺育育成施設整備 16,500 -16,500 0

項目 実施方法 H27実施内容
（補正前） （2月補正）

畜産共同利用施設整備 補助金
搾乳牛舎 3棟、堆肥舎 2棟 ほか
交付先（畜産クラスター協議会）

253,383 -104,843 148,540

基金造成 東日本大震災復興交付金基金造成 76,002 -17,277 58,725

事業番号 09 04 22 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

事　業　名 畜産振興施設整備事業 担
当
課

部局 農政部

課・室 園芸畜産課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail

～

県が関与
する理由

【左記の説明、根拠法令等】

県を経由する国庫補助事業及び県基金を活用する事業のため。
根拠法令:強い農業づくり交付金実施要綱、東日本大震災復興交付金制度要綱、畜産競争力
強化対策整備事業実施要綱(6月補正)

県でなければ実施不可（その他）

enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－３　夢に挑戦する農業

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間

○酪農家における、後継牛育成及び販売用子牛の哺育に係る労力軽減のため、共同哺育育成施設が求められている。
○長野県北部地震において被災した栄村の肉牛生産基盤施設の追加復興が必要。
○畜産の収益力を向上させ、競争力を高めるために、飼養頭数の拡大が求められている。(6月補正)

   畜産物の安定生産と競争力強化のため、産地の生産基盤である共同利用施設の整備を支援する。また、東日本大震災からの復興
のため、栄村の肉牛生産共同利用施設の整備を支援する。

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

mailto:enchiku@pref.nagano.lg.jp

